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　人口の動き

　7月1日現在
男　　5．177（＋7）

女a248（∋4）
計1α425（＋3）

世帯数2．352（一2）

（）内は前月との比較
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渋
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つ
れ
て
…

薗
　
一
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カ
‘
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釣
大
会

藝
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雛
顯
灘

　
　
　
難
　
『

　
い
そ
が
し
い
一
日
を
さ
い
て
、
仙
田

の
渋
海
川
で
つ
り
大
会
が
あ
り
ま
し
た

　
商
工
会
仙
田
支
部
の
初
の
試
み
の
こ

の
大
会
は
、
天
候
も
良
く
、
水
も
適
量

で
、
農
作
業
を
休
ん
だ
地
元
の
方
々
な

ど
大
勢
の
太
公
望
が
訪
づ
れ
、
楽
し
い

一
．
日
を
過
ご
し
て
い
ま
し
た
。

　
獲
物
は
主
に
ウ
グ
イ
（
赤
バ
ヨ
）
で

大
物
賞
に
は
ナ
マ
ズ
も
見
ら
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
近
ご
ろ
姿
が
う
す
れ
た
カ
ニ
を

つ
り
あ
げ
た
人
も
あ
り
、
自
慢
話
に
花

を
咲
か
せ
て
い
た
よ
う
で
す
。

　
渋
海
川
は
、
四
季
を
通
じ
て
つ
り
人

を
楽
し
ま
せ
て
い
ま
す
が
、
同
支
所
で

は
、
今
後
は
魚
を
放
流
し
な
が
ら
大
会

を
継
続
し
、
観
光
開
発
や
、
自
然
保
護

を
は
か
り
た
い
と
意
欲
を
燃
や
し
て
い

ま
し
た
。

7月の体育行事
県青年大会中越予選

男子バレー　　加茂市

町民バレー大会　　川西中学校

14日

21日

月8
町営野球場十日町新聞社杯野球大会4日

勤四㎞凹㎞一凹一㎞一7月の休日救急医一一㎞凹一㎞喉

ま　　　　　　　　　　　　　　　　（急患以外は受付しません）　～

玉　7月14日　十日町病院TEL2－5161　｛
1　7月21日　中条病院TEL7－5018｝
ま　7月28日池田医院TEL2－2581’ま　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ヤ　　　　　　　　　　　　　　ミ

も　　午前9時から午後5時までの時間を厳守してください　≒
男　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　＆
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二
度
招
集
の
六
月
議
会

仙
田
小
の
屋
体

　
　
　
　
　
　
　
　
　
丸
山
工
務
所
が
施
工

　
　
　
四
＋
九
年
度
予
算
一
回
目
の
補
正
も

　
町
議
会
は
、
先
月
臨
時
会
及
ぴ
定
例
会
の
二
回
を
開
催
し
ま
し
た
。

　
臨
時
会
は
六
日
に
招
集
さ
れ
、
会
期
一
日
で
専
決
を
し
た
条
例
、
予
算
を

承
認
し
た
ほ
か
、
仙
田
小
学
校
屋
内
体
育
館
建
設
工
事
の
請
負
契
約
を
議
決

ま
た
、
請
願
一
件
を
関
係
委
員
会
に
付
託
し
ま
し
た
。

　
定
例
会
は
二
十
四
日
に
招
集
、
会
期
二
日
間
で
、
条
例
の
制
定
改
廃
六
件

四
十
九
年
度
の
一
般
会
計
ほ
か
三
特
別
会
計
の
第
一
回
目
の
補
正
予
算
、
三

件
の
請
願
審
査
を
行
っ
た
ほ
か
、
町
政
に
対
す
る
一
般
質
問
が
行
わ
れ
て
い

ま
す
。

48

一
般
会
計

十
一
億
弱
で
し

め
く
く
り

　
臨
時
議
会
で
は
、
税
条
例
、
議
会
議

員
の
報
酬
等
の
条
例
、
職
員
の
給
与
条

例
な
ど
の
一
部
改
正
が
あ
り
、
四
十
八

年
度
一
般
会
計
と
国
保
事
業
会
計
の
最

終
補
正
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
ら
は
年
度
当
初
に
処
理
し
て
お

く
必
要
が
あ
っ
た
た
め
、
い
ず
れ
も
専

決
に
ょ
り
事
勢
が
進
め
ら
れ
て
い
た
も

の
で
、
そ
れ
ぞ
れ
報
告
の
う
え
承
認
さ

れ
ま
し
た
。
こ
れ
に
よ
り
四
十
八
年
度

の
一
般
会
計
予
算
は
、
十
億
八
千
八
百

十
七
万
円
の
多
額
で
し
め
く
く
ら
れ
た

こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
仙
田
小
学
校
屋
内
体
育
館
建
設
工
事

は
、
五
千
百
万
円
で
丸
山
工
務
所
が
施

工
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
議
会
で

議
決
後
た
だ
ち
に
本
契
約
が
結
ば
れ
、

午
後
か
ら
は
地
鎮
祭
が
行
わ
れ
る
と
い

新
設
改
良
や
、
除
雪
機
械
の

購
入
な
ど
を
中
心
と
し
た
補

正
と
な
っ
て
い
ま
す
。
い
ず

れ
も
当
初
予
算
で
の
見
積
り

後
物
価
上
昇
な
ど
か
ら
不
足

を
生
じ
た
も
の
と
言
え
ま
す

が
、
こ
れ
ら
の
財
源
は
ほ
と

ん
ど
国
県
か
ら
の
支
出
金
で

ま
か
な
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
こ
の
日
制
定
改
廃

の
行
わ
れ
た
条
例
は
次
の
と

お
り
で
す
。

◎
災
害
弔
慰
金
の
支
給
及
ぴ

災
害
援
護
資
金
の
貸
付
に
関

す
る
条
例
、
◎
老
人
及
ぴ
重

度
心
身
障
害
者
医
療
費
助
成

に
関
す
る
条
例
（
以
上
新
設
）

　仙田小学校に真新しいスクールバス（42人
乗り）が当着し、児童の登下校に利用されて
います。

っ
た
ス
ピ
ー
デ
ー
な
日
程
の
中
で
、
工

期
百
五
十
日
間
の
ス
タ
ー
ト
が
き
ら
れ

て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
請
願
は
、
塩
辛
か
ら
仁
田
の

間
の
小
学
生
の
通
学
道
路
の
改
修
舗
装

に
関
す
る
も
の
で
、
総
文
委
員
会
に
付

託
さ
れ
ま
し
た
。

　　構
万一一造

を億豊
追一・
加千に
　六
　百

　
定
例
会
で
最
初
の
補
正
を
行
っ
た
一

般
会
計
は
、
　
｝
億
八
千
三
百
六
十
一
万

八
千
円
の
追
加
で
、
総
額
十
一
億
七
千

六
十
一
万
八
千
円
の
規
模
と
な
り
ま
し

た
。
追
加
し
た
主
な
る
も
の
は
、
農
業

構
造
改
善
事
業
が
一
億
一
千
六
百
万
と

そ
の
ほ
と
ん
ど
を
し
め
、
農
業
の
近
代

化
に
役
立
て
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い

る
ほ
か
、
学
校
関
係
で
白
倉
小
の
プ
ー

ル
建
設
、
橘
小
グ
ラ
ン
ド
造
成
、
仙
田

小
の
屋
体
建
設
、
建
設
関
係
で
は
道
路

◎
　
ボ
イ
山
林
開
発
に
つ
い
て

　
　
　
　
　
　
　
数
藤
　
亘
議
員

◎
　
越
ケ
沢
川
の
砂
防
に
つ
い
て

　
　
　
　
　
　
　
登
坂
　
茂
議
員

◎
　
県
道
小
千
谷
・
十
日
町
・
津
南
線

　
の
国
道
昇
格
に
つ
い
て

　
　
　
　
　
　
　
滋
野
　
一
郎
議
員

◎
　
小
学
生
の
健
康
と
福
祉
に
つ
い
て

　
（
虫
歯
の
予
防
）

　
　
　
　
　
　
　
戸
田
哲
次
議
員

　
こ
れ
ら
に
対
す
る
町
長
の
答
弁
要
旨

は
、
次
の
よ
う
な
も
の
で
す
。

◎
　
不
経
済
林
の
開
発
と
い
う
こ
と
は

　
大
切
な
こ
と
で
あ
る
。
林
道
網
の
整

　
備
と
あ
わ
せ
造
林
に
力
を
注
き
た
い

◎
　
ご
指
摘
の
場
所
は
、
昨
年
砂
防
河

　
川
と
し
て
県
の
承
認
を
受
け
て
い
る

　
の
で
、
県
と
も
連
絡
を
と
り
な
が
ら

　
地
す
べ
り
防
止
や
、
砂
防
工
事
を
積

　
極
的
に
進
め
た
い
。

◎
　
国
道
昇
格
に
つ
い
て
は
、
常
に
手

　
を
ゆ
る
め
ず
運
動
し
て
い
る
。
こ
の

　
線
は
当
町
の
動
脈
で
も
あ
る
の
で
、

　
引
続
い
て
運
動
を
展
開
す
る
予
定
で

　
あ
る
。

◎
　
虫
歯
の
子
供
が
多
い
こ
と
は
事
実

　
で
あ
り
、
歯
科
診
療
所
を
設
け
る
な

　
ど
対
策
を
構
じ
て
来
て
い
る
。

　
近
い
う
ち
に
新
潟
大
学
の
先
生
が
来

ら
れ
、
虫
歯
予
防
の
指
導
を
し
て
く

れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
の
で
、
指

導
を
受
け
研
究
し
た
う
え
で
予
防
策

を
考
え
た
い
と
思
っ
て
い
る
。

「
病
ん
で
泣
く
よ
リ
国
保
で
笑
え
」

病
む
人
に
福
音

　
　
高
額
療
養
費
の
支
給
が
は
じ
ま
り
ま
す

◎
職
員
の
給
与
に
関
す
る
条
例
、
◎
農

業
共
済
条
例
、
◎
国
民
健
康
保
険
条
例

（
以
上
一
部
改
正
）

◎
火
葬
場
条
例
の
廃
止

　
さ
ら
に
こ
の
定
例
会
で
受
理
さ
れ
た

請
願
は
、
t
町
道
木
落
・
下
平
新
田
線

改
修
に
関
す
る
も
の
、
2
町
立
橘
保
育

園
ピ
ア
ノ
設
置
に
関
す
る
も
の
の
二
件

で
、
そ
れ
ぞ
れ
関
係
委
員
会
に
付
託
さ

れ
た
ほ
か
、
先
の
臨
時
会
で
委
員
会
に

付
託
さ
れ
て
い
た
、
小
学
生
の
通
学
道

路
の
改
修
舗
装
に
関
す
る
請
願
を
、
委

員
会
報
告
ど
お
り
採
択
と
決
定
し
て
初

日
を
終
わ
り
ま
し
た
。

四
氏
が

　
　
一
般
質
問
に

　
定
例
会
二
日
目
に
は
、
四
議
員
が
一

般
質
問
に
立
ち
、
町
長
の
考
え
を
伺
い

ま
し
た
。
質
問
事
項
及
ぴ
質
問
者
は
次

の
と
お
り
で
す
。

　
広
報
四
月
号
で
あ
ら
か
じ
め
お
知
ら

せ
し
ま
し
た
高
額
療
養
費
支
給
を
、
七

月
診
療
分
か
ら
実
施
し
ま
す
。

　
こ
の
制
度
は
、
一
カ
月
の
一
部
負
担

金
三
万
円
以
上
を
公
費
で
負
担
す
る
と

い
う
も
の
で
す
が
、
病
院
な
ど
に
は
今

ま
で
通
り
三
割
額
を
納
め
て
い
た
だ
い

て
、
後
日
お
返
し
す
る
と
い
う
方
法
を

と
り
ま
す
。
　
（
償
還
方
式
と
い
う
）

七
月
診
療
分
は
、
九
月
に
当
該
額
を
本

人
の
申
請
に
よ
り
支
給
す
る
こ
と
に
な

り
ま
す
。

　
こ
れ
は
保
険
診
療
分
だ
け
で
す
か
ら

入
院
時
の
差
額
ベ
ッ
ト
料
や
く
保
険
診

療
以
外
の
も
の
、
入
院
、
通
院
、
診
療

科
別
に
す
る
な
ど
、
い
ろ
い
ろ
制
約
の

っ
い
て
い
る
も
の
も
あ
り
ま
す
の
で
、

支
払
月
に
該
当
す
る
人
に
、
期
日
を
定

め
て
通
知
し
、
申
請
書
を
提
出
願
っ
て

支
払
い
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
お
金
は
金
融
機
関
の
口
座
払
い
と
な

り
ま
す
の
で
、
現
金
は
そ
の
窓
口
で
受

取
っ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　
こ
の
制
度
は
、
大
病
人
に
と
っ
て
は

福
音
と
言
え
ま
し
よ
う
。
社
会
福
祉
事

業
の
大
き
な
前
進
と
言
う
べ
き
も
の
で

年
令
な
ど
に
は
関
係
な
く
、
全
被
保
険

者
が
対
象
と
な
り
ま
す
。
給
付
の
改
善

も
年
を
お
っ
て
行
わ
れ
ま
す
が
、
し
か

し
、
保
険
料
も
上
昇
し
て
き
ま
す
。

高
福
祉
に
は
、
や
は
り
高
負
担
も
お
願

い
し
な
け
れ
ぱ
な
り
ま
せ
ん
。
毎
月
の

保
険
料
を
完
納
し
て
い
た
だ
く
こ
と
に

よ
っ
て
、
給
付
面
も
改
善
さ
れ
る
こ
と

に
な
り
ま
す
の
で
、
滞
納
の
な
い
よ
う

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

【
税
務
大
学
生
の
募
集
】

●
受
験
資
格

　
昭
和
二
十
九
年
四
月
二
日
か

ら
昭
和
三
十
二
年
四
月
一
日
ま

で
に
生
ま
れ
た
男
子

・
受
付
期
間

　
　
七
月
十
八
日
～
同
三
十
一
日

・
試
験

　
第
一
次
十
月
六
日

　
第
二
次
　
十
一
月
上
ー
下
旬

【
郵
政
職
員
の
募
集
】

・
受
験
資
格

　
昭
和
二
十
六
年
四
月
二
日
か

ら
昭
和
三
十
二
年
四
月
一
日
ま

で
に
生
ま
れ
た
方

・
受
付
期
間

　
　
七
月
十
八
日
～
同
三
十
一
日

・
試
験

　
第
一
次
十
月
六
日

　
第
二
次
　
十
月
下
旬
ー
十
一

月
下
旬
の
予
定

細
部
は
、
税
務
署
、
郵
便
局
へ



昭和49年7月10日しにわカ》報広（禦畿養鐸昌）（3）第191号

』
れ
が
霧
蝦鐙

老
人
た
ち
の

　
二
日
に
総
合
セ
ン
タ
ー
で
開
か
れ
た

半
藤
逸
我
展
、
老
人
ク
ラ
ブ
作
品
展
は

大
勢
の
人
た
ち
（
約
四
百
五
十
名
）
が

．
つ
め
か
け
、
に
ぎ
わ
い
を
み
せ
て
い
ま

し
た
。

　
特
に
老
人
ク
ラ
ブ
の
人
た
ち
が
、
自

分
た
ち
で
製
造
方
法
を
研
究
し
合
い
な

が
ら
、
苦
労
し
て
作
り
あ
げ
た
作
品
の

ださ㌧、くん、り
ぐ

一
」

みごとなできをノ！

数
々
に
人
気
が
集
中
し
、
即
売
も
か
ね

た
こ
の
日
は
、
売
り
あ
げ
が
十
四
万
五

千
百
八
十
円
に
も
な
る
と
い
う
盛
況
ぶ

り
で
し
た
。

　
出
品
さ
れ
た
作
品
は
、
わ
ら
細
工
、

竹
細
工
、
繊
維
製
品
、
装
飾
品
（
壁
か

け
等
）
な
ど
が
主
で
、
出
品
さ
れ
た
人

は
五
十
名
、
点
数
は
六
百
七
十
二
点
に

も
及
ん
だ
と
い
う
乙
と
で
す
。

　
と
て
も
し
ろ
う
と
の
作
と
は
思
え
な

い
、
ど
こ
に
出
し
て
も
は
ず
か
し
く
な

い
と
い
う
で
き
ば
え
の
作
品
が
、
大
ホ

ー
ル
い
っ
ぱ
い
に
並
べ
ら
れ
て
い
ま
し

た
。　
な
お
、
こ
の
展
示
会
で
は
、
日
ご
ろ

の
老
人
の
活
躍
ぶ
り
を
た
た
え
、
す
ば

りま▲て

ら
し
い
作
品
の
出
展
者
や
、
高
齢
に
も

か
か
わ
ら
ず
、
多
く
の
作
品
を
出
さ
れ

た
次
の
万
々
に
、
町
長
奨
励
賞
が
贈
ら

れ
ま
し
た
。
　
（
敬
称
略
）

　
・
茂
野
太
市
（
藤
沢
）
　
・
保
坂
マ

イ
（
大
白
倉
）
　
・
木
村
熊
治
（
室
島
）

●
田
畑
カ
ツ
（
元
町
）
　
　
・
小
林

カ
ウ
（
中
仙
田
）
　
・
登
坂
ヨ
サ
（
赤

谷
）
　
・
丸
山
タ
イ
（
東
善
寺
）

・
丸
山
周
作
（
原
田
）
　
・
川
崎
玉
吉

（
仁
田
）
　
・
村
山
ス
イ
（
伊
友
）

・
押
木
ク
マ
（
元
町
）
　
・
沢
ロ
キ
セ

（
下
平
新
田
）

▼民芸品スツポン

搬
榊

犠
物▲反

▲
魚
を
入
れ
る
カ
ゴ

ぐ
し
し
ゅ
う
の
壁
か
け
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灘
灘
き
糞
　
灘
騰
、
．
盤
　
琵

魏叢灘

釦繊、蜜糖繭繭繭藤

半
藤
逸
我
と
い
う
人

極
貧
に
あ
っ
て
も
芸
道

　
半
藤
逸
我
先
生
は
、
天
保
十
三
年

に
中
屋
敷
に
生
ま
れ
、
明
治
か
ら
大

正
に
か
け
て
彫
刻
、
俳
句
、
水
墨
画

と
き
わ
め
て
多
く
の
芸
道
に
活
躍
さ

れ
た
方
で
す
。

　
明
治
三
十
年
こ
ろ
か
ら
、
居
を
三

条
に
移
さ
れ
ま
し
た
が
、
極
貧
の
中

筋
に

に
あ
り
な
が
ら
、
芸
道
一
筋
に
つ
と

め
ら
れ
た
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
受
賞
し
た
賞
は
い
は
、
百
八
十
余

点
も
あ
り
ま
し
た
が
、
供
出
し
た
た

め
子
孫
に
残
さ
れ
た
も
の
は
な
い
そ

う
で
す
。

　
本
県
に
残
さ
れ
た
作
品
の
う
ち
、

弥
彦
の
神
額
、
加
茂
明
神
、
仁
徳
天

皇
図
、
三
条
実
盛
等
、
日
蓮
上
人
一

代
記
な
ど
は
有
名
で
、
そ
の
技
法
の

み
な
ら
ず
、
本
人
の
人
と
な
り
を
も

伺
え
る
作
品
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
展
示
会
に
か
ざ
ら
れ
た
作
品
は
、

町
内
に
残
さ
れ
て
い
た
も
の
で
、
お

ぼ
ん
や
欄
間
な
ど
に
彫
刻
さ
れ
た
も

の
が
多
く
あ
り
ま
し
た
。

　
ま
た
、
当
日
は
三
代
目
の
逸
我
先

生
も
お
い
で
に
な
っ
て
い
ま
し
た
。

》
太
子
様
な
ど
の
鉗
け
軸

▲おぼん、色紙など

▼おぼん（カニ、カエルなどの彫刻がしてある）

ン

　　　　濠．＿繭磁醐纏麟懸

活
躍
す
る
伊
友
、
沖
立
の

老
人
ク

．
笹

　
伊
友
と
沖
立
の
老
人
ク
ラ
ブ
で
は
、
こ
の
ほ
ど
大
が
か

り
な
消
火
訓
練
を
行
い
ま
し
た
。

　
と
か
く
老
人
た
ち
は
、
昼
間
の
る
す
番
役
と
な
り
が
ち

で
す
が
、
そ
ん
な
と
き
の
用
心
に
と
、
消
火
器
の
使
い
方

消
火
栓
の
操
作
の
し
か
た
な
ど
を
練
習
し
、
年
寄
り
に
も

似
ぬ
気
合
い
の
か
か
っ
た
一
コ
マ
で
し
た
。

領
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手をつなぎ築こう非行のない社会

今
月
は
社
明
運
動
の
月
で
す

　
第
二
十
四
回
社
会
を
明

る
く
す
る
運
動
が
、
一
日

か
ら
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
運
動
は
、
犯
罪
者

予
防
更
正
法
の
施
行
（
昭

和
二
十
四
年
七
月
一
日
）

を
記
念
し
て
、
昭
和
二
十

六
年
か
ら
は
じ
め
ら
れ
て

い
る
も
の
で
、
犯
罪
の
防

止
と
罪
を
犯
し
た
人
た
ち

の
改
善
更
正
に
つ
い
て
、

国
民
の
す
べ
て
が
力
を
合

わ
せ
、
明
る
い
社
会
を
築

く
こ
と
を
目
的
と
し
て
い

る
も
の
で
す
。

　
毎
年
そ
の
年
の
犯
罪
状

況
な
ど
に
応
じ
て
、
重
点

目
標
が
定
め
ら
れ
て
い
ま

す
が
、
本
年
は
、
最
近
青

少
年
の
非
行
が
ふ
え
る
傾
向
に
あ
る
と

と
も
に
、
そ
の
内
容
が
多
様
化
し
て
い

る
こ
と
な
ど
か
ら
「
青
少
年
の
非
行
防

止
の
た
め
の
地
域
活
動
の
推
進
」
を
重

点
目
標
と
し
て
、
非
行
防
止
と
非
行
に

陥
っ
た
者
の
更
正
を
は
か
る
活
動
を
強

く
推
進
す
る
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
統
一
標
語
と
し
て
「
手
を
つ

な
ぎ
築
こ
う
非
行
の
な
い
社
会
」
が
用

い
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
運
動
の
よ
り
一
層
の
成
果
を
期

す
る
た
め
、
い
ろ
い
ろ
な
行
事
が
行
わ

れ
て
い
ま
す
が
、
十
日
に
総
合
セ
ン
タ

ー
で
、
郡
市
保
護
司
会
の
公
開
ケ
ー
ス

．
研
究
会
が
あ
り
ま
し
た
。

　
ま
た
、
例
年
の
よ
う
に
、
，
「
社
明
募

金
」
を
行
い
ま
す
の
で
ご
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
。

　
募
金
は
、
一
世
帯
百
円
以
上
を
目
標

と
し
た
任
意
募
金
で
、
期
間
は
七
月
中

と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
み
な
さ
ん
か
ら
寄
せ
ら
れ
た
浄
財
は

地
域
浄
化
資
金
、
更
正
援
助
資
金
な
ど

に
使
わ
れ
る
ほ
か
、
一
部
は
町
の
保
護

司
会
や
、
更
正
保
護
婦
人
会
な
ど
の
活

動
資
金
に
も
あ
て
ら
れ
ま
す
。

相
崎
さ
ん
か
ら

　
　
　
香
典
返
し

　
沖
立
の
相
崎
甚
平
さ
ん
か
ら
、
五
月

に
亡
く
な
ら
れ
た
父
甚
作
さ
ん
の
香
典

返
し
と
し
て
、
三
万
円
を
町
の
社
会
福

祉
に
ご
寄
付
い
た
だ
き
ま
し
た
。

引
換
え
は
1
9
日
ま
で

　
　
　
お
年
玉
つ
き

　
　
　
年
賀
は
が
き

　
お
年
玉
つ
き
年
賀
は
が
き
の
賞
品
引

換
え
は
、
も
う
お
済
み
で
し
よ
う
か
。

　
期
限
は
七
月
十
九
日
で
あ
と
わ
ず
か

で
す
。
当
選
番
号
を
お
近
く
の
郵
便
局

で
お
調
べ
に
な
っ
て
、
も
う
一
度
確
認

し
て
み
て
く
だ
さ
い
。
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．
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参院選
（，66（，0660（，606（ラo（むo（〈，

グ
ン
と
あ
が
っ
た
投
票
率

お
し
い
多
く
の
無
効
票

　
第
十
回
の
参
議
院
議
員
通
常
選
挙
が

終
わ
り
ま
し
た
。

　
保
守
、
革
新
の
し
烈
な
戦
い
や
、
切

案
な
物
価
問
題
を
反
映
し
て
か
、
投
票

率
は
八
十
九
一
一
一
パ
ー
セ
ン
ト
と
、

今
ま
で
に
な
い
高
い
数
字
を
し
め
し
、

み
な
さ
ん
の
国
政
に
対
す
る
関
心
の
深

さ
が
伺
え
ま
し
た
。

　
過
去
の
参
院
選
は
、
四
十
三
年
が
八

十
六
・
四
二
、
四
十
六
年
が
八
十
・
四

八
パ
ー
セ
ン
ト
と
な
っ
て
お
り
、
今
回

と
は
か
な
り
の
開
き
が
見
ら
れ
ま
す
。

　
し
か
し
、
い
つ
の
参
院
選
で
も
言
わ

れ
る
こ
と
で
す
が
、
無
効
投
票
の
多
い

の
が
目
に
つ
き
ま
す
。

　
前
回
よ
り
相
当
少
な
く
な
っ
て
い
ま

す
が
、
そ
れ
で
も
地
方
区
で
四
・
〇
七

全
国
区
で
七
・
八
三
パ
ー
セ
ン
ト
が
無

意
味
な
も
の
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
地
方
区
と
全
国
区
の
区
分
を
誤
っ
た

無
効
票
が
大
部
分
で
あ
り
、
投
票
方
法

の
改
善
と
と
も
に
、
有
権
者
の
み
な
さ

ん
に
も
う
一
歩
の
自
覚
を
う
な
が
し
た

い
と
こ
ろ
と
言
え
ま
し
よ
う
。

　
川
西
町
の
投
・
開
票
の
結
果
は
次
の

と
お
り
で
す
。

【
地
方
区
】

囹
選
挙
当
日
の
有
権
者
数

　
　
男
子
：
：
：

　
　
女
子
：
：
：

　
　
合
計
：
：
：

囹
投
票
者
数

　
　
男
子
：
：
：

　
　
女
子
：
：
：

　
　
合
計
：
：
：

囹
棄
権
者
数

七三三『b　　、　　　、

三八五
四一二
三六七
人人人

三
、
二
〇
六
人

三
、
三
三
七
人

六
、
五
四
三
人

　
　
男
子
：
：
・
：
・
・

　
　
女
子
：
：
：
・
：

　
　
合
計
：
：
：
．
・
．

囹
投
票
率

　
　
男
子
：
：
：

　
　
女
子
：
：
：

　
　
合
計
：
：
：

囹
投
票
の
内
訳

　
　
有
効
投
票
：
：
六
、

…
＝
人

四
七
九
人

八
○
○
人

九
〇
・
九
〇
％

八
七
・
四
五
％

八
九
・
一
一
％

二
七
六
票

　
　
無
効
投
票

　
候
補
者
得
票

志
苫
　
裕

亘
　
四
郎

塚
田
＋
一
郎

古
川
　
久

伊
藤
千
穂

、、、
三
ハ
七
票

二
五
一
票

八
六
四
票

七
五
七
票

二
九
五
票

一
〇
九
票

二
十
三
人
が
得
票
ゼ
ロ

　
　
【
全
国
区
】

團
投
票
者
数

　
　
男
子
：
：

　
　
女
子
・
：
・

　
　
合
計
：
：

圃
棄
権
者
数

　
　
男
子
：
：
・

　
　
女
子
・
：
・
・

　
　
合
計
：
：

圃
投
票
率

　
　
男
子
：
：

　
　
女
子
：
：
・

　
　
合
計
：
：

囹
投
票
の
内
訳

　
　
有
効
投
票
：

　
　
無
効
投
票
：

　
候
補
者
別
得
票

　
三
、
二
〇
六
票

三
、
…
一
藍
票

　
六
、
五
四
一
票

・
：
　
三
二
一
票

：
・
　
四
八
一
票

　
　
　
八
〇
二
票

九
〇
・
九
〇
％

・
八
七
・
四
〇
％

八
九
・
○
八
％

：
六
、
〇
二
七
票

：
：
五
一
四
票

へ
讐
嘔
示
禦
務
麗
糊
ノ

難
欝
雛

　
　
　
　
　
　

臨
懸
聾
灘
　　　大きな水槽と錦鯉

　白倉の錦鯉生産組合から、大きな

水槽とみごとな錦鯉が役場に寄贈さ

れました。

　二階の入口で特産の錦鯉が、きれ

いな色を競いあっています。

　機会がありましたら是非ごらんく

ださい。　　　　　　　　　　　　L

き
》
》
》
》
》
》
》
き
》
》
》
》
》
き
薯
《

ン
は
雷
番
号
順
豪
る
・
＼

小
林
国
司
・
一
二
八
七
、
和
田
静
夫
・

六
六
九
、
か
ら
た
に
道
一
・
六
三
〇
、

上
田
み
の
る
・
三
九
二
、
上
林
繁
次
郎

・
三
四
六
、
あ
ん
の
う
勝
・
二
七
九
、

宮
田
輝
・
二
六
四
、
岡
田
広
・
二
〇
七

長
谷
川
仁
・
一
六
六
、
内
田
芳
郎
・

一
四
六
、
山
東
昭
子
・
一
〇
五
、
鳩
山

威
一
郎
・
一
〇
三
、
立
木
洋
・
一
〇
一

か
す
や
照
美
・
一
〇
〇
、
横
山
フ
ク

・
八
二
、
大
谷
藤
之
助
・
八
一
、
神
田

博
㌦
五
九
、
た
ぶ
ち
哲
也
・
五
七
、
青

島
幸
男
・
五
六
、
糸
山
英
太
郎
・
五
四

江
藤
智
・
五
四
、
あ
く
ね
登
・
五
〇

市
川
房
枝
・
四
九
、
片
山
甚
市
・
四

五
、
向
井
長
年
・
四
二
、
亀
井
善
彰
・

四
一
、
斉
藤
栄
三
郎
・
三
八
、
長
田
裕

二
・
三
六
、
ま
お
か
文
太
郎
・
二
八
、

田
中
忠
雄
・
二
六
、
横
井
庄
一
・
二
四

佐
藤
信
二
・
二
四
、
迫
水
久
常
・
二
二

福
島
つ
ね
は
る
・
二
一
、
山
ロ
淑
子

・
二
〇
、
高
橋
こ
う
じ
・
二
〇
、
大

松
博
文
・
一
九
、
お
か
べ
保
・
一
八
、

丸
茂
重
貞
・
一
七
、
太
田
あ
つ
お
・
一

五
、
源
田
実
・
一
四
、
さ
か
健
・
一
四

田
中
一
・
ニ
ニ
、
田
沢
と
も
は
る
・

一
三
、
加
藤
シ
ズ
ェ
・
一
三
、
山
下
春

江
・
一
一
、
は
た
ゆ
た
か
・
一
一
、
村

上
正
邦
・
一
一
、
三
木
忠
雄
・
一
〇
、

森
下
泰
・
八
、
横
山
ノ
ッ
ク
・
八
、
岩

間
正
男
・
八
、
山
中
い
く
子
・
七
、
和

田
春
生
・
六
、
玉
置
た
け
お
・
五
、
鈴

木
一
弘
・
五
、
コ
ロ
ン
ビ
ア
・
ト
ッ
プ

・
五
、
武
智
鉄
二
・
四
、
神
田
惣
一
郎

・
四
、
安
永
英
雄
・
四
、
内
藤
功
・
四

福
間
知
之
・
四
、
二
宮
文
造
・
三
、

松
本
英
一
・
三
、
吉
川
藤
三
、
友
田
不

二
舅
、
高
橋
卯
市
、
大
西
末
子
、
井
上

計
、
近
藤
忠
孝
、
心
久
、
真
野
博
、
渡

辺
武
、
目
黒
け
さ
次
郎
、
さ
か
の
重
信

戸
村
一
作
、
田
中
洋
一
、
以
上
各
二

長
野
鎮
雄
、
野
田
哲
、
藤
本
守
、
加
藤

英
一
、
渡
辺
正
好
、
高
田
が
ん
、
内
田

ぜ
ん
り
、
松
田
照
久
、
と
う
ご
う
け
ん

高
橋
ひ
で
お
、
佐
藤
勇
吉
、
小
坂
三

郎
、
以
上
各
一
。
藤
原
房
雄
、
辻
田
恒

省
、
田
島
敬
介
、
青
山
雅
彦
、
田
代
ゆ

き
お
、
中
山
土
志
延
、
神
谷
信
之
助
、

志
水
源
司
、
勝
部
栄
市
、
小
巻
敏
雄
、

ア
サ
ノ
ト
シ
ヲ
、
み
ね
山
昭
範
、
河
野

孔
明
、
塩
出
啓
典
、
江
波
進
一
、
品
川

司
、
小
林
勉
、
藤
崎
ア
キ
ラ
、
松
原
廣

繁
、
中
尾
太
人
、
前
田
保
、
植
木
光
導

菊
池
峰
三
郎
、
以
上
各
O
。
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こ
ど
も
を
事
故
か
ら

ま
も
り
ま
し
ょ
う

冒　‘’

舞
「
，
ノ

ヤ
や
　
　
　
　
　
　
　
と
　
ペ
キ
ヘ
　
ヤ
ら
　
ヘ
ヤ
ヘ

　
ご
＼
《
≦

　
ゆ
　
ペ

ノ
る
…
、
、
、
、
　
00

？
㍉　
　
　
　
　
　
00

　
　
　
貸
σ
喫

阜
曝
．
、

　
　
D

ツ　》

目
標
・

●
●
●
一
〇
■
o
●

九
、
月
五
日

交
通
事
故
死
ゼ
ロ
七
百
日

達
成
運
動
実
施
中
〃

も
3
3
＆
雷
●
■
＆
3
．
・
・
●
3
．
■
●
●
3
■
●
・
乙
冒
．
●
●
畠
O
●
●
＆
3
．
．
＆
3
■
．
●
●
一
璽
」
●
●
8
マ
●
o
一
冒
●
●
●
8
一
■
o
●
ら
3
●
8
●
3
●
3
●
3
0
●
●
。
亀
マ
●
o
昌
マ
o
，

人
権
相
談
を

　
　
　
　
　
　
利
用
し
て
み
ま
せ
ん
か

　
み
な
さ
ん
が
毎
日
の
生
活
の
な
か
で

こ
れ
は
人
権
問
題
で
は
な
い
だ
ろ
う
か

と
感
じ
た
り
、
法
律
上
ど
の
よ
う
に
な

る
の
か
わ
か
ら
な
く
て
困
っ
た
り
す
る

こ
と
が
あ
ろ
う
か
と
思
い
ま
す
。
こ
の

よ
う
な
問
題
に
つ
い
て
、
法
務
局
（
新

潟
本
局
と
長
岡
支
局
）
や
、
人
権
擁
護

委
員
（
小
根
岸
小
海
八
太
郎
、
仁
田
木

村
正
吉
の
両
氏
）
は
、
い
つ
で
も
そ
の

相
談
に
応
じ
て
い
ま
す
。
相
談
は
無
料

で
、
む
ず
か
し
い
手
続
き
は
い
り
ま
せ

ん
。
ま
た
、
相
談
の
内
容
は
、
厳
に
秘

密
が
守
ら
れ
、
他
に
も
れ
る
こ
と
は
絶

対
に
あ
り
ま
せ
ん
。

　
今
月
は
、
次
の
と
お
り
特
設
の
人
権

相
談
所
が
開
設
さ
れ
ま
す
の
で
、
お
気

　
昨
年
一
年
間
の
交
通
事
故
の
月
別

発
生
件
数
を
み
る
と
、
年
間
三
十
八

件
の
う
ち
、
七
・
八
月
の
二
か
月
の

あ
い
だ
に
十
五
件
発
生
し
、
年
間
事

故
件
数
の
三
十
九
・
五
パ
ー
セ
ン
ト

が
、
こ
の
夏
の
暑
い
時
期
に
発
生
し

て
い
ま
す
。

　
夏
休
み
に
入
り
、
子
供
た
ち
も
路

上
で
遊
ぶ
機
会
も
多
く
な
る
一
方
、

暑
さ
に
よ
る
過
労
、
い
ね
む
り
運
転

　
　
　
　
　
　
亀
一
〇
●
8
＝
o
●
●
乙
O
■
3
る
0
7
9
●
亀
0
8
●
ら
一
〇
〇
3
0
一
一
●
●
■
●
一
一
●
3
●
一
一
●

な
ど
の
事
故
が
多
く
な
り
が
ち
で
す

が
、
交
通
事
故
は
、
一
人
ひ
と
り
の

注
意
に
よ
っ
て
必
ず
防
げ
る
も
の
で

す
。　
町
で
は
、
目
下
交
通
事
故
死
ゼ
ロ

七
百
日
（
目
標
九
月
五
日
）
に
向
つ

て
運
動
を
進
め
て
い
ま
す
が
、
み
ん

な
が
笑
顔
で
こ
の
目
標
を
達
成
し
、

不
幸
な
一
生
を
お
く
る
こ
と
の
な
い

よ
う
に
、
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
隻

　
o
●
も
一
マ
．
●
亀
O
●
o
亀
3
。
●
＆
3
●
●
●
●
O
雪
■
3
一
一
■
．
●
●
亀
■
．
●
＆
一
〇
．
3
、
●
●
●
・
二
3
●
．
●
o
一
雪
．

　
十
日
町
営
業
所
は
、
十
日
町
市
本
町

三
丁
目
（
電
話
二
ー
三
一
〇
七
番
）
で

す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
敬
称
略
）

　
委
員
　
藤
本
秀
雄

伊
友

　
〃
　
中
条
秀
雄
　
岩
瀬

　
〃
　
　
富
井
源
蔵
　
上
野

　
一
方
、
任
期
満
了
と
な
っ
て
い
た
公

民
館
長
に
つ
い
て
も
、
次
の
万
々
を
任

命
し
ま
し
た
。

　
中
央
公
民
館
長
　
　
金
子
　
幸
作

　
仙
田
地
区
館
長
　
　
登
坂
　
敬
恒

　
橘
　
地
区
館
長
　
　
大
久
保
三
吉

　
な
お
、
千
手
地
区
は
藤
本
秀
雄
、
上

野
地
区
は
馬
場
光
雄
の
両
氏
が
、
引
続

い
て
活
躍
し
て
く
だ
さ
る
こ
と
に
な
っ

て
い
ま
す
。
民
俗
資
料

　
　
　
　
　
　
【
六
月
分
】

※
入
手
品

糸
車
、
つ
ぐ
ら
、
せ
ん
ぱ
、
け
ば
取
り

機
、
馬
の
く
ら

※
寄
贈
者
（
敬
称
略
）

小
川
富
治
（
赤
谷
）
、
須
藤
秀
雄
（
下

原
）
、
高
橋
直
孝
（
赤
谷
）
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＝
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軽
に
利
用
さ
れ
る
よ
う
ご
案
内
し
ま
す

・
と
　
き
　
七
月
二
十
九
日
　
午
前
十

　
　
　
　
時
か
ら
午
後
三
時
ま
で

・
と
こ
ろ
　
川
西
町
仙
田
出
張
所

・
相
談
担
当
者
　
人
権
擁
護
委
員
及
ぴ

　
　
　
　
法
務
局
職
員

東
北
電
力

仙
田
出
張
所
を
廃
止

町
長
か
ら

再
び
図
書
を

　
東
北
電
力
の
仙
田
出
張
所
は
、
今
月

中
で
廃
止
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た

　
八
月
か
ら
の
電
気
の
申
込
み
、
事
故

修
理
な
ど
は
、
十
日
町
の
営
業
所
で
扱

う
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
根
津
町
長
か
ら
、
再
ぴ
図
書
の
寄
贈

が
あ
り
ま
し
た
の
で
ご
紹
介
し
ま
す
。

　
・
ま
だ
若
い
　
・
流
れ
る
雲
　
・
人

事
移
動
　
・
坊
ち
ゃ
ん
社
員
　
・
社
長

の
優
勝
旗
　
　
・
重
役
の
い
す
　
　
・
三
日

三
月
三
年
　
・
青
春
を
わ
れ
ら
に
　
・

悲
喜
交
々
　
・
大
安
吉
日
、
以
上
源
氏

鶏
太
著

　
・
田
中
角
栄
論
、
丹
羽
岩
根
・
竹
内

重
郎
共
著
　
・
人
間
田
中
角
栄
、
馬
弓

良
彦
著
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＝
＝
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＝
…
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…
…
一
≡
…
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…
…
…
＝
昌
＝
＝

登
坂
か
よ
子

山
岸
智
和

上
村
章
子

清
水
和
也

　幸俊洋
正一一一二

二
女
岩
瀬

長
男
霜
條

長
女
下
平
新
田

二
男
木
島

た
か
さ
ご
ー
ご
円
満
に

鱗認

文
舞
擦
裟
　

財
調
査
審
議
会
を
新
設
し
、
そ
の
委
員

を
委
嘱
し
ま
し
た
。

　
年
々
う
す
れ
行
く
昔
の
風
習
や
、
生

活
様
式
な
ど
の
民
俗
資
料
を
保
護
し
、

あ
わ
せ
て
歴
史
上
意
義
深
い
史
跡
な
ど

の
破
壊
防
止
や
、
埋
蔵
文
化
財
の
発
堀

と
い
っ
た
こ
と
を
目
的
と
し
て
設
置
さ

れ
た
も
の
で
す
。

　
委
員
長
に
は
、
仁
田
の
須
藤
茂
一
氏

が
選
任
さ
れ
た
ほ
か
、
次
の
方
々
か
ら

ご
足
労
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
し
た

う
ぶ
声
1
お
す
こ
や
か
に

渡
邊
千
恵
子
　
一
治
郎
長
女
　
中
屋
敷

村
越
　
明
美
　
　
篤
　
二
女
　
野
　
口

酒
井
　
裕
美
　
一
夫
　
長
女
　
寺
　
尾

渡
部
稔
力
長
男
新
町
新
田

木
村
　
和
美
　
荘
太
　
長
女
　
仁
　
田

小
川
晃
央
靖
夫
　
二
男
高
原
田

藤
巻
　
俊
洋
　
一
郎
　
長
男
　
塩
　
辛

σ◎

雛

納
税
メ
モ

　
「
た
ば
こ
は
町
内
で
買
い
ま
し

よ
う
。
」

　
た
ば
こ
消
費
税
は
、
町
内
で
売

ら
れ
た
た
ば
こ
の
数
量
に
よ
り
、

専
売
公
社
か
ら
納
入
さ
れ
る
税
金

で
す
。
町
内
の
人
、
町
外
の
人
を

問
わ
ず
、
こ
の
町
で
た
ば
こ
を
買

っ
て
い
た
だ
け
は
、
そ
れ
だ
け
町

の
財
源
が
潤
う
こ
と
に
な
り
ま
す

　
去
年
は
千
二
百
万
あ
ま
り
が
納

め
ら
れ
、
町
税
金
体
の
八
パ
ー
セ

ン
ト
を
し
め
ま
し
た
。
た
ば
こ
消

費
税
の
し
く
み
を
ご
理
解
願
い
、

是
非
町
内
で
お
求
め
く
だ
さ
い
。

　
　
　
　
　
　
●
●

　
今
月
は
固
定
資
産
税
第
二
期
分

の
納
期
で
す
。

柄
澤
光
雄
中
央
町

柄
澤
リ
ョ
ウ
子
中
央
町
か
ら

田
中
信
夫

伊
佐
シ
ゲ
子

清
水
秀
夫

西
本
幾
代

下
平

小
千
谷
か
ら

神
社
町

柏
崎
市
か
ら

昇
天
ー
ご
め
い
福
を
祈
る

桐
生
ハ
ツ
イ

齋
木
代
繁
榮

澤
潟
富
治

中
條
タ
ツ

小
堀
キ
ン

清
水
キ
ク
ジ

高
橋
カ
ネ

大
白
倉
小
脇

発
電
所
通

岩
瀬

小
白
倉

高
原
田
高
倉

噂

　
　
　
　
、

九八八七六六五
一五三二二七二二二

鳳
、
9
’

♂

か
わ
に
レ

　
　
俳
壇

　
　
太
田
白
南
風
選

小
白
倉
江
口
凡
石

山
二
つ
ま
た
ぎ
て
か
か
り
日
暮
れ
虹

堀
り
出
せ
ば
死
に
真
似
も
し
て
夜
盗
虫

植
え
し
も
の
す
べ
て
根
付
き
て
梅
雨
明

く
る
植
え
し
田
の
水
た
っ
ぷ
り
と
鯉
放
つ

　
　
　
　
　
　
小
白
倉
片
桐
玉
章

対
談
の
団
扇
大
き
く
動
き
居
る

夕
立
の
ト
ン
ネ
ル
出
れ
ぱ
砂
ほ
こ
り

雲
の
峯
崩
れ
て
ロ
畠
士
の
美
し
き

蟷
鉛
に
押
し
休
み
た
り
乳
母
車

　
　
　
　
　
　
松
風
園
　
南
雲
文
峯

花
ね
む
の
下
を
行
く
な
り
子
連
れ
牛

土
に
生
き
6
喜
ぴ
の
あ
り
大
豆
播
く

あ
じ
さ
ゐ
は
梅
雨
の
花
な
る
七
変
化

、




